















































１．調査時期：2013 年 5 月 29 日
２．調査対象者：看護学科 1 年次生 63 名（男性 6 名，
女性 57 名），幼児教育学科 54 名（男性 2 名，女性 52




























































「認識あり」が 124 人（92％）に対し，男性は 11 人（73％）で
あり，女性の方が認識率が高かった。これに対してパワ
ハラ/アカハラの認識度については，女性の「認識あり」が







ㄆ㆑䛒䜚 ㄆ㆑䛺䛧 ㄆ㆑䛒䜚 ㄆ㆑䛺䛧 䛒䜚 䛺䛧 䛒䜚 䛺䛧 ῝໬䛒䜚 ῝໬䛺䛧 䡮䢎䡬䡸䢚໬䛒䜚 䡮䢎䡬䡸䢚໬䛺䛧
┳ㆤᏛ㒊 90 10 52 48 12 88 5 95 98 2 93 7
ᗂඣᩍ⫱Ꮫ⛉ 93 7 43 57 0 100 0 100 100 0 100 0
ᆅᇦ⚟♴Ꮫ⛉ 87 13 39 61 6 94 2 98 98 2 96 4
ィ 90 10 44 56 5 95 2 98 99 1 97 3䚷䠄䠂䠅













り」の 8 人は男性 2 人，女性 6 人であり，「加害体験あり」
















だった 15 人のうち 14 人が「深化あり」と回答し，パワハ











なし」だった 15 人のうち 13 人が「イメージ化あり」と回答
し，パワハラ/アカハラに関して「認識なし」だった 84 人
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